




 

 

 

・白血病や再生不良性貧血などの治療が困難な血液疾患の有効な治療法として骨髄移植があるが、移植に

は数万通りある白血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、ひとりでも多くの骨髄提供者（ドナ

ー）の確保が必要。 

・数百から数万分の１の確率でＨＬＡ型が一致したドナーが見つかった場合でも、仕事が忙しく検査・入

院のための休みが取れないことや家族の理解が得られないことなど、ドナー側の健康以外の理由によ

り、骨髄提供に至らなかったケースが約４割を占めている。 

背 景 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

県と市町村が連携して、ドナーに対する助成制度を設け、 

ドナーの提供意思を後押しする 

骨髄移植ドナー助成事業（現行制度）について 

《助成制度のしくみ》 

ドナー休暇制度のない「骨髄提供者（ドナー）」に、１日あたり２万円（７日間を上限）

を助成した県内の市町村に対して、県がその助成額の 1/2（１万円）を助成する。 

 

《実施主体》 

  骨髄移植ドナー助成制度を設け、助成費を支弁した市町村 

 

《市町村における想定事業費》 

  20 千円 × ７日間（上限） × 各市町村における想定対象者数 

日本骨髄バンク 

⇒骨髄提供率が向上 

 ⇒ドナー登録者数の拡大 
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